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クを前 各地で事件が起きた。三月にはチベット自治区ラサ市でチベット人 暴動、五月の貴州省甕安県 民衆の抗議行動、月には雲南省昆明市でバス爆破事件、八月には新疆ウイグル自治区のカシュガル市で公安部門への襲撃事件が発生した。
　これらの事件の背景は複雑である。地元
政府に対する貧困への不満なのか、それとも個人が被った不利益へ 不満か、また党や政府の幹部の不正に対する正義感 表出か。少数民族地域での事件も、組織的なものか、それとも個人によ 突発的なものか。
少なくとも「経済格差が原因」と一言で片づけられる代物ではない。
　こうした事件が増加傾向にあることは確
かである。各地で発生する農民や労働者による集団抗議行動 （中国語で 「群体性事件」 ）の件数は、二〇〇五年の八 ・七万件が、二〇〇六年には一 万件を突破したとの報告もある。
　事件や集団抗議行動が起き、大きく報道
されるたびに、 「中国の政治は安定しているか」という問いが投げかけられ、政治的不安定が指摘される。しかし、集団抗議行動の件数が年々増えても、現実として共産党の一党支配体制は崩壊していない。つまりその表層的な出来事に一喜一憂することは、中国 政治的安定の本質を理解す 上では意味のないことだろう。中国政治の本質は、共産党による一党支配体制にあ からだ。
　共産党の一党支配体制が政治不安定の要
因であるということであれば、民主化すれば安定するということになる。しかし、共産党による一党支配体制は、今後五年から一〇年のうちに崩壊すると 考え く 。
なぜならば、現在の政治体制を消極的に支持する人々が多いからである。中国政治の安定性を議論する場合、別の視点が必要である。●一党支配の源泉とその変容
　一九八〇年以降の改革・開放、そして市















に直面してい 。しか 、統治の要件 変わったわけではないため、共産党は新たな状況下でそれらの要件を満たす めの政策を見いださなければならない つまり一党支配の源泉を再設定する必要に迫られている。しかし、その再設定がうまく っていない。そのことが政治的不安定をもたらしているといえる。●困難 一党支配の源泉の再設定
　ここで注意しておかなければならないこ









治要件によって、源泉の再設定はまだ模索段階であり、現在実施 ている諸政策が確定版というわけではない。その場合、一党支配を強化するケースもあれば、さらなる混乱を導くことが予想され ケースもある。それは、共産党が短期的な安定を追求することで、長期的な見通しに欠けた対応をしているともいえ、共産党の一党支配の強化にはつながらない。さらに、現在の混乱が必ず も一党支配とは全く関係 ない次元で展開されてい ケースも見られる。ここでは、統治要件の見直しが必要なのかもしれない。そのことは、共産党の存在価値とも大きく関わってく 。
（ささき 　のりひろ／アジア経済研究所地域研究センター）
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